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本研究では，学校教育における盾報倫理教材を制作するために，小・中学生および高校生
のインターネットに関する実態について調査を行った。また，その調査を踏まえ，発達段階
に即した教材開発を試みた。以下に本研究での取り組みと成果を示す。
・どの発達段階までにどのような情報倫理教育が必要であるかを明らかにするために，児
童・生徒のインターネットに関する調査を行った。
・調査の結果，中学２年生と高校１年生においてインターネットをよく利用することが明ら
かになった。
．「メールをするため」「掲示板やチャットに書き込むため」「自分のホームページを作ったり
内容を更新するため」にインターネットを利用している児童・生徒が女子に多く見られた。
・中学１，２年生の女子の４０％がチャットや掲示板を利用していることが明らかになった。
．「チケットの予約，ネットオークション」「オンラインゲーム」を利用する児童・生徒は
男子に多く見られた。
・小学４年生の４０％がオンラインゲームを利用していることが明らかになった．
・インターネットを利用して「トラブルに巻き込まれたことがある」と回答した児童・生徒
は中学二年生が最も多かった。
・インターネットを利用して「相手を嫌な気持ちにさせたことがある」と回答した児童・生
徒は中学１年生が最も多かった。
・携帯電話から発生する電磁波を感知して発光ダイオードが光る，携帯電話用アンテナイン
ジゲータを作製した。
・携帯電話用アンテナインジゲータは，教育プラザ富樫において行われた「モバイル解
剖！？プロジェクト」で実際に使用された。
.「コンピュータウイルスの被害と対処法」を表したビデオ教材を作製し，金沢市立工業高
校において実際に授業実践を行った。
・小学生から中学１年生程度を対象として，情報倫理を題材としたロールプレイングゲーム
を製作した。
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